
松田潤准教授略歴

1974年６月１日	 札幌大学図書課
1976年３月31日	 退職
1976年４月１日	 北海道大学法学部附属スラブ研究施設　助手
1978年４月１日	 北海道大学スラブ研究センター　助手
1998年４月１日	 札幌大学女子短期大学部英文学科　助教授
2001年４月１日	 英文学科長　
2003年４月１日	 英文学科長
2007年４月１日	 札幌大学女子短期大学部英文学科　准教授
2009年４月１日	 英文学科長
2011年４月１日	 英文学科長
2012年４月１日	 図書館長
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松田潤准教授主要業績

論文

・「個人蔵書と大学図書館、あるいは紙の本の黄昏：大学図書館の個人
文庫を通してみえてくること」『札幌大学女子短期大学部紀要』（63）
2016.3 （共著）

・「電子書籍と紙の本：個人的な経験から図書館に与える影響まで」『札幌
大学女子短期大学研究紀要』（60・61） 2013.3

・「昇曙夢の未刊の大著『人生と宗教』について」『札幌大学女子短期大学
部紀要』（58・59） 2012.3（共著）

・「インターネットへの招待」杉田米行編『人文社会科学とコンピュータ：
情報化社会におけるインターネット活用法』成文社　2001 

・「札幌大学図書館松田道雄氏旧蔵ロシア史関係コレクションについて」
『札幌大学女子短期大学部紀要』（36）2000.11 
・Изчение России ⅩⅧвека в Японии（Библиографический обз
ор），ⅩⅧвек Сборнк（20）Ст-Петербург 1996（共著）

・「ライブラリアンを目指す若者へ：『対話篇』」『北海学園大学図書館学課
程開設25周年記念誌』同編集委員会刊 1996 

・「日本における18世紀ロシア研究－第二次世界大戦後のロシア史・ロシ
ア文学研究の文献リスト」『工学院大学共通課程研究論叢』（32）1994.12 

（共著）
・「日本のソ連・東欧地域研究者典拠ファイルとしての『ソ連・東欧研究
者名簿』」 『社会科学分野の著者典拠ファイルの構造研究とその編成』松
井幸子編刊 1991.3 （共著）

・「数字で見る日本のスラブ研究－『ソ連東欧研究者名簿第3版』（1988）
の分析」 『スラブ研究センター研究報告シリーズ』（26）1989.3 

・「日本におけるソ連・東欧研究の現状－計量書誌学的分析（1976-1980）」 
『スラヴ研究』（34） 1987.3 
・Bibliometorical Survey of Japanese Slavic and East European 
Studies:1976-1980, T.M.Choldin ed. Books, Libraries and Information in 
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Slavic and East European Studies. N.Y. Russica 1986
・「わが国におけるソ連・東欧研究の歴史と現状」『スラヴ研究』（22） 
1978.3 

文献目録・著作目録等

・「望月喜市教授著作目録」『スラヴ研究』（41）1994.3 
・『ソ連・東欧研究文献目録　1989』～『ソ連・東欧研究文献目録　1978』
北海道大学スラブ研究センター　1993.3～1980.3（編著）（12冊）

・「花田圭介先生著作目録」『思索の迷路－花田圭介先生退職記念論集』同
編集委員会刊 1986.5（共著）

・「木村彰一教授著作目録」『スラヴ研究』（33）1986.3 
・「鳥山成人教授著作目録」『スラヴ研究』（32）1985.3 
・「コメコン関係文献目録（邦語）1976-1980」『スラブ研究センター研究
報告シリーズ』（7） 1982.3（共著）

・「ソ連・東欧研究文献目録　1977」～「ソ連・東欧研究文献目録　1976」『ス
ラヴ研究』（23）1979.1～（22）1978.3（編著）

エッセイ等

・「三月は雛の月」『月刊おたる』（633）2017.3
・「秋刀魚、苦いかしょっぱいか」『月刊おたる』（628）2016.10
・「水天宮祭と蒸気機関車の匂い」『月刊おたる』（624）2016.6
・「雪明りの香り」『月刊おたる』（620）2016.2
・「緑町から小樽公園へつづく路、あるいは親父の坊主頭」『月刊おたる』
（601） 2014.9
・「T先生あるいは勲章と蔵書の関係」Холм 札幌大学図書館報（38）
2013.3

・「ああキーボード（；＿；）」『啄木鳥』札幌大学メディアセンター広報誌
20（1）2001.3

・「『再会の時』についての私的註－あるいは『無名哲学者倶楽部』につい
ての覚え書き」『思索の迷路─花田圭介先生退職記念論集』同編集委員
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会刊 1986.5
・「『無名哲学者倶楽部』－北国の民主フォーラム」（北海道の心性をデザ
インする）『思想の科学』第7次（129）1990.6（共著）

・「七〇年代の長距離ランナーのための海図－あるいは、ジャン・ポール・
ベルモンドと〈旅人〉の心得」『北方文芸』4（6）1971.6
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